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１． 緒言  

日本の介護保険制度における要介護又は要支援

の認定を受けた人は年々増加している 1） 。65 歳以

上の高齢者を介護する同居の家族の 63.5%が、同じ

く 65 歳以上の高齢者であり 2）、介護する側・され

る側ともに 75 歳以上の後期高齢者のケースも

35.7%と過去最高の割合となっている 3）。家族形態

は、「夫婦のみの世帯」の者が最も多く、次いで「単

独世帯」の者、「未婚の子との同居」の者、となっ

ている 4）。 

実習で高齢者を受け持った際、退院後の自宅で

の生活の不安を耳にすることが多かった。その中

でも先に挙げた調査より主な介護者の続柄が配偶

者である場合が最も多いということから夫婦のみ

の世帯を対象とする。またこれにより、夫婦のみの

世帯の場合、子と同居していないことで介護が必

要になった際、家族介護を受けることが難しく、よ

り不安が強くなることが推察される。そこで、老老

介護での不安の内容や傾向を明らかにする目的で

文献検索を行った。医学中央雑誌 Web でキーワー

ド「老老介護」「不安」「夫婦」「高齢者」で原著論

文に限定し検索したところ 26 件の文献が抽出さ

れた。不安について研究されている文献は 17 件、

不安について具体的に述べられていない文献は 9

件であった。不安に関する内容を概観すると、「自

分の体力の不安」は 1 件、「経済的な不安」は 2 件、

「看取りへの不安」は 3 件、「1 人での介護への不

安」は 3 件、「将来の不安」は 4 件、「介護技術へ

の不安」は 4 件であった。退院支援中の患者から

見た介護者である妻の体力面に関する不安が述べ

られていた。具体的な不安が述べられていない文

献は 5 件、また不安が明らかになっていない文献

は 4 件あった。以上の検索結果より、介護経験が

ない高齢者を対象にした研究やその不安の内容が

明らかにされていないことが示唆された。 

先行研究では、介護を経験している人の不安に

対して言及されているが、介護が見込まれる人も

不安を抱えていることが推察される。 

そこで、将来介護を経験する可能性がある高齢

者の不安を明らかにすることで、不安の軽減や知

識獲得を目的とした交流会の開催や、退院時の情

報提供など医療者の充実したサポート体制を整え

ることができると考える。 

また、東京都の高齢化率が 22.9%であるのに対し、

八王子市は 27.2%(令和 2 年 9 月)であることが報

告されている 5)。これより、八王子市では、高齢者

に対する支援の需要が高いことから、今回の研究

は八王子市の高齢者夫婦を対象とする。 

 

２．研究目的 

現在介護をしていない高齢者夫婦の今後の介護

に対する不安を検討し、どのような要因が将来の

介護不安に影響を及ぼしているかを明らかにする。 

 

３．研究意義 

研究によりこれから介護を経験する可能性があ

る高齢者の不安を明らかにすることで、不安の軽

減や知識獲得を目的とした交流会の開催や、退院
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時の情報提供など医療者の充実したサポート体制

を整えることができる。 

 

４．本研究における用語の定義 

不安：現実に存在する、または仮想として想定さ

れる事柄や出来事に対して、心配や恐怖といった

否定的な感情、また明確ではないが後ろ向きな感

情を抱くことと定義した。 

 

５．研究方法  

1) 研究デザイン 半構造化インタビュー 

2) 研究期間：倫理審査承認後から 2023 年 12 月 

3) 対象者：八王子市に在住している介護経験が

ない 65 歳以上の高齢者夫婦 10 組 20 人 

4) 研究方法 

(1）データ収集方法 

東京純心大学から八王子市高齢者活動コーディ

ネートセンターに所属している方に研究協力の依

頼をする。 

(2）インタビュー内容 

・自分自身が要介護者になる不安の有無 

・配偶者が要介護者になる不安の有無 

・自分自身に介護が必要になった場合に困る点・   

不安な点 

・介護が必要になった時のための準備はしてい 

るか 

・介護を受けたい場所 

・希望する在宅での介護形態 

・介護保険制度、介護保険サービスの理解度 

・地域の介護予防活動の理解度 

・介護サービス充実の際の費用負担 

（3）分析方法 

録音データは文字データ化し、その後意味のあ

るまとまりでコード化する。コード化した物から

カテゴリー化を行う。  

 

６．倫理的配慮 

 研究協力者には、以下について口頭と文章で

説明し、同意書を用いて同意を得る。インタビュ

ーは、プライバシーが守られるよう配慮し、承諾

が得られた場合のみ IC レコーダーを使用する。

研究途中の同意撤回は可能であり、データは面接

によって得られた情報音声データから逐語録ま

ですべての取り扱いにおいて個人名は記号化し、

個人を特定できる情報は、削除することを徹底す

る。 
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